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気になることがありましたら、
いつでもご連絡ください。

【父母教メールアドレス】  minamifubokyou@gmail.com



　会長より

　明けましておめでとうございます。いつも南大谷小の子供たちのためにありがとうございます。
本年も子供たちの成長をともに支えていただければ幸いです。

　前号まで記載をしておりましたウェブベルマーク、皆様のご協力ありがとうございます。また、父母教
役員選出についても記載をさせていただきました。お父さんもぜひ手を挙げていただき、ともに子供たちのよりよい
環境のために活動ができればこんなに嬉しいことはありません。皆様のご理解とご協力を切にお願い申し上げます。
　
　さて、読まれているかわからない会長の歴史探訪、今回が最後の回となります。皆さんも言われたことがあるかも
しれません、神奈川県町田市問題について書いてまいります。
　明治新政府により明治４年（1871年）に廃藩置県が行われた後、今でいう「三多摩地域」は神奈川県であったとい
うことはご存じの方も多いと思います。実はもう少し広くて、現在の２３区の一部、世田谷区の砧や千歳の地域、杉
並区や中野区まで神奈川県でした。
　ではなぜ神奈川県から東京都になったのか。表向きの理由は「神奈川県から東京市に流れる玉川上水は東京の大事
な水源であるため、これを一括管理できるようにする」という課題を解決するために「三多摩を神奈川から東京に移
管する」というものでした。確かにその課題はあったことは間違いないですが、町田市とは縁遠い玉川上水を理由に
して東京に移管するのは無理がある気がします。実は、決定的な理由は別のところにありました。
　明治23（1890年）に行われた第１回衆議院議員選挙で勝利をしたのは、各地で自由民権運動を進めていた板垣退助
が結成した自由党の流れを組むグループや大隈重信が結成した立憲改進党の候補者でした。明治25年（1892年）2月15
日に行われた第２回衆議院議員選挙では、内務省が野党に対する選挙干渉を行います。町田市が含まれる当時の神奈
川県は自由民権運動が盛んな地域であったため、当然選挙干渉が行われましたが、それでも自由党が勝利。結果、神
奈川県知事は県議会で選挙干渉について責任追及されることとなりました。
　このように、神奈川県知事からすれば自由民権運動が盛んな三多摩地域は邪魔な存在です。特に、町田市を地盤と
する衆議院議員の石阪昌孝は自由党の主流派で、町田市は当時の神奈川の中心でした。その地域を神奈川県から分断
するために、「南多摩は北多摩、西多摩とのつながりも強いので、玉川上水一括管理で移管する際に南多摩も東京に
含めて移管する」となったのです。
　町田市野津田にある自由民権資料館の学芸員、松崎さんによりますと、当時の神奈川県知事から内務省宛の文書に
「自由民権運動を分断してほしい」という内容の依頼が記載されいた文書が存在している、とのことでした。このよ
うに、町田市が東京都になったのは、明治時代の自由民権運動がきっかけだったんです。自由民権資料館には当時の
自由民権運動の様々な資料がありますので、ぜひ行ってみてください。（了）



　企画より　　「楽しく体操チャレンジ！」は２月５日（水）に開催します！

受付時間になったら
体育館に集まってください日時：２月５日（水）

　　１部：１３：３０～１４：００　 ※受付１３：１５～
　　　　　低学年（１年生～３年生）

　　２部：１４:１０～１４:３０
　　　　　コーチの方たちのパフォーマンスショー

　　３部：１４：４５～１５：１５　 ※受付１４：００～
　　　　　高学年（４年生～６年生）・学童

参加予定の児童のみなさんは、動きやすい服装で参加してください。
汗拭き用のタオル・水筒のご準備もお願いします！

　★　跳び箱やマット運動の導入にオススメのくまさん歩きをご紹介します　★

両手・つま先を床について、おしりを高く持ち上げ、くまさんのようにゆったり歩きます。
慣れてきたら早く歩いたり、後ろ向きに進んだり、その場でクルクル回転してみましょう。
手のひらを開いて、顔は前を見るようにするのが上手に歩くコツです。
腕に体重をかけるのが上手になり、跳び箱やマット運動に必要な腕で体を支える練習にピッタリです。

ぜひ試してみくださいね！



　地区より　　通学路危険箇所点検について

１１月１５日に市役所・警察署の方と通学路の危険箇所の合同点検を行いました。

　父母教では通学路の危険箇所点検を定期的に行っており、隔年で「保護者の方へ通学路・危険箇
所点検のアンケートを実施する年」／「警察署・市役所の方々と危険箇所合同点検を実施する年」
となっております。今年度は２０２３年度に保護者の皆様から寄せられた危険箇所アンケートをも
とに特に危険だと思われる箇所を選び、市へ要望書を提出いたしました。

合同点検時に市担当者から伺った暫定回答を1月９日にテトルで配信いたしましたので、ご確認ください。
（市からの正式回答については、２０２５年５月以降に市のホームページに掲載される予定です）

●交通ボランティアさんが引退されました

　中学校前で活動してくださっていた交通ボランティアの萩原さんが１２月末をもって引退されました。
　長年、子供たちの安全対策にご協力いただきありがとうございました。
　父母教では、交通ボランティアさんを随時募集しております。ご家族や近隣でご協力いただける方が　　
　いれば、ぜひご紹介ください。

●お気づきになった情報は、父母教のアドレスまでご連絡をお願いします

　通学路における危険箇所や、横断旗の破損・汚れ、横断旗入れの不具合、古くなった腕章の交換依頼　　
　等気になることがありましたら、父母教のアドレスまでご連絡ください。
　【父母教アドレス】　　minamifubokyou@gmail.com



　地区より　　暗くなってからの外出時は服装に注意しましょう

夜間の外出時には白っぽい服装を意識したり、反射材を使用したりするよう注意しましょう。

【反射材の効果的な着用例】
・腰より下方の位置へ
　（自動車のライトがよく当たるように）
・動きのある箇所へ
　（ドライバーの注意を引くように）
・側面へ（道路を横断する際によく目立つように）

【反射材の種類】
・シール　　　
・キーホルダー
・タスキ　　　
・タックルバンド（腕や足に巻き付けて使用）　　　　
・傘や靴、衣服等にあらかじめ取り付けられているものなど

冬は日没が早くなり、夜はドライバーが歩行者を認識しづらくなります。
ＪＡＦの実験によると、明るい服と暗い服では見えやすさに最大2.5倍の差があることが分かっています。

各服装別に示したドライバーから視認できた距離　※ＪＡＦホームページより引用



みなみおおや大図鑑で教職員の方々にお答え頂いた、おすすめの本、映画、漫画から、少しずつご紹介しています。

　広報より　みなみおおや大図鑑から

「あのときすきになったよ」
　薫 くみこ

あの子となんで仲良くなったんだっけ? 
ちっとも好きじゃなかったのに、好きに

なったのはなんでかなあ…。
偏見で「きらい」と思っていたクラスメー
トの内側に触れ、くもりのない目で「す
き」になるまでの少女たちの心の交信。

1998年発行

「杜人(もりびと)　
環境再生医　

矢野智徳の挑戦」

　豪雨災害を防ぐために誰もができること
がある。ナウシカのような環境再生医を追

いかけたドキュメンタリー。
屋久島の荒波が打ち寄せる浜に、弱ったガ

ジュマルの木が立っている。
「屋久島の生態系のエネルギーでやっても
追いつかないぐらい、人の負のエネルギー
のほうが大きいから、こういう状態になっ

ているんです」
2022年公開

　　「ちびまる子ちゃん
　　―大野君と杉山君―」

　　さくらももこ

まるちゃんのクラスのリーダー格・大野君と
杉山君は名コンビ。共に船乗りになる夢を抱
く2人は、ときにはケンカもするが、堅い友情
で結ばれていた。そんな折、大野君が突然転
校してしまうことになって…。映画第1作目の

笑いと涙の感動作!!
1997年発行

イメージ画像です。 イメージ画像です。

「母の最終講義」
最相 葉月

「約三十年、介護とそれに伴う諸問
題で心身共に限界だった時期もある
が、不思議なことに最近は、母が身
をもって私を鍛えてくれていると思
えるようになった。いざとなっても
人工呼吸器や胃ろうはせず、自然に
任せようと思っている。覚悟はある

のか、私。」
（本文p26「母の最終講義が始まっ

た」より）
2024年刊イメージ画像です。

絵本

小説
映画

マンガ

イメージ画像です。



　会計より　　ベルマーク集計結果のご報告

日頃より、ベルマークの収集にご協力いただきありがとうございます。

ベルマークを大切に保管してくださる保護者の皆さま、企業別に仕分けて引き出しに入れてくれる子ども達や
先生方、集計作業をお手伝いくださった皆さま、さらにウェブベルマークに登録してくださったご家庭の皆さ
まに感謝申し上げます。

さて、これまで集まったベルマークの集計結果は以下の通りです。

　　　　　　　　　　　 ベルマーク預金　18,971円

　　　　　　　　　　※インクカートリッジの点数は加算されていません。
　　　　　　　　　　　ベルマーク財団より正式な点数が届きましたら改めて報告いたします。

これらの点数が数年後には、学校や子ども達のために役立つ物品の購入に使われることを願っています。
引き続きご協力のほど、よろしくお願いいたします。

　編集後記　企画より

　文化企画は、昨年の早い時期からHEROスポーツクラブの方たちに指導のお願いして準備を
進めてきました。
２部のコーチの方たちのパフォーマンスは、私たち企画委員も楽しみにしているところです。
子ども達に安全に体操を楽しんでもらえるように当日まで準備を進めていきます！


